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　去る令和 4 年 3 月 24 日（木）午後 7 時より
本会館において標記代議員会が開催された。臨
時代議員会の開催については、理事会において
新型コロナウイルス感染症の感染防止の観点か
ら規模を縮小するとともに開催時間を短縮して
開催することが決定され、出席できない代議員
は、一般社団法人一般財団法人法第 38 条 1 項
3 号及び第 51 条に基づき議決権行使書を提出
していただいた。
　はじめにロシアがウクライナに軍事侵攻し、
その犠牲者に対する哀悼の意を表するため黙祷
が行われた。続いて、長嶺代議員会議長より定
足数の確認が行われ、定数 60 名に対し、出席
者 19 名、議決権行使書提出者 37 名、合わせ
て 56 名となっており、定款 28 条に定める過
半数に達しているため本代議員会が有効に成立
した旨宣言された。また、議事録署名人に浦添
市医師会の洲鎌盛一代議員、那覇市医師会の友
利博朗代議員が指名された。
　冒頭、安里会長から次のとおり挨拶があった。

挨　拶
○安里会長
　本日は、第 221 回臨時代議員会を開催いた
しましたところ、代議員各位におかれましては、
年度末で御多忙の中、御出席いただきまして衷
心より御礼申し上げます。
　本日の代議員会はコロナ感染対策のため、会
場の参加は少人数とし、会場へお越しいただけ
ない先生方は書面決議での参加となりましたこ
とを御理解いただきたいと思います。
　さて、昨年の新型コロナウイルス感染症第 5
波の影響はとても大きく、医療崩壊に陥ること
なく乗り越えることができたのは、ひとえに 24
時間昼夜を分かたずに最前線でコロナ感染症治
療にあたっていただいた会員、そして医療従事
者の皆様のお陰です。心より感謝申し上げます。
　第 5 波はその後落ち着きを見せて感染者ゼロ
という日もありましたが、昨年 12 月中旬にオ
ミクロン株の感染者が県内で確認されると、瞬
く間に感染が拡大し、過去最大規模の第 6 波と
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なりました。1 月 15 日には 1 日当たりの新規
感染者数は 1,829 人となり、入院患者は 453 人、
重症は 8 人で、入院は第 5 波の半分、重症は 5
分の 1 程度でした。
　一方、高齢者施設や 10 歳以下の若年層への
感染が広がりました。さらなる感染拡大により
検査需要も急増しました。沖縄県医師会は県接
触者 PCR 検査センター陽性者や抗原定性検査・
陽性者登録センターを県と協力して立ち上げ、
問診、発生届け出などを行ってきました。
　また、高齢者施設において陽性者が発生した
場合の対応について、まずは嘱託医やかかりつ
け医が対応し、その対応が難しい場合は各地区
医師会が窓口となり、それぞれの対応をしてい
ただいております。改めて感謝申し上げます。
　これまで沖縄県では、国公立病院、大学病院、
民間病院、慢性期病院、精神科病院などが等し
く多くのコロナ入院患者の治療にあたってこれ
たことは誇れる実績だと感じております。
　まだ収束の見通しは立っておりませんが、引
き続き、沖縄県当局、地区医師会、地域行政、
医療機関等と連携しながら対応していきたいと
考えております。
　本会では、令和 4 年度も引き続き 3 本柱であ
る「県民と共に歩む医師会」「地域医療のさら
なる充実」「魅力ある医師会づくり」を中心に
各種事業を展開してまいりたいと思います。
　昨年 7 月より九州医師会連合会の担当県に
なっておりますが、11 月に開催しました九州
医師会連合会総会・九州医師会医学会及び分科
会は、現地参加と WEB 参加者延べ 2,193 人に
御参加いただきました。代議員の先生方の御協
力を賜り、感謝申し上げます。
　冒頭、ロシア侵攻によるウクライナ人の死者
に対する黙祷を捧げましたが、現在、沖縄県医
師会では人道支援の目的として寄附金を募って
おります。御支援の程、よろしくお願い申し上
げます。また、日本医師会は 47 都道府県医師
会との合同でロシアによるウクライナへの軍事
侵攻に対する緊急声明文を出しています。そし
て、さきの大戦で唯一地上戦を経験した沖縄県
から、戦争が早く終結し、世界の恒久平和を祈

念したいと思います。
　本日の議題にもありますが、那覇市立病院医
師会の解散に伴う関連議案をお諮りいたしま
す。今後は那覇市医師会の会員として活動して
いくとのことでございます。市立病院の先生方
におかれましては、地域医療のさらなる充実・
発展に貢献いただくよう御期待申し上げます。
　このたび、長嶺信夫議長と呉屋五十六副議長
が 3 月末をもって退任することになりました。
長嶺議長と呉屋副議長は共に平成 26 年から 8
年にわたり、代議員会運営に御尽力いただきま
して、誠にありがとうございました。今後とも
医師会発展のため、御指導・御鞭撻を賜ります
ようお願いいたします。
　最後になりますが、本日は 4 月からの会務運
営に際する事業計画、予算等について議案を上
程させていただいています。それぞれの議案の
内容については、後ほど担当役員から御説明を
申し上げますので、慎重に御審議いただき、ぜ
ひ、御承認を賜りますようお願い申し上げて御
挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお
願いいたします。

議　事
第 1号議案　�令和 3 年度沖縄県医師会一般会

計収支予算補正の件
第 2号議案　�令和 3年度地域医療介護総合確保

基金事業特別会計収支予算補正の件
第 3号議案　�令和 4 年度沖縄県医師会事業計

画の件
第 4号議案　�令和 4 年度沖縄県医師会諸会費

賦課徴収の件
第 5号議案　�令和 4 年度沖縄県医師会諸会費

減免者の件
第 6号議案　�令和 4 年度沖縄県医師会一般会

計収支予算の件
第 7号議案　�令和 4 年度沖縄県医師会医事紛

争処理特別会計収支予算の件
第 8号議案　�令和 4 年度沖縄県医師会会館建

設特別会計収支予算の件
第 9号議案　�令和 4 年度おきなわ津梁ネット

ワーク事業特別会計収支予算の件
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　第 1 号議案～第 9 号議案について、各担当理
事から説明があり審議の結果、原案のとおり承
認可決した。

第10号議案　那覇市立病院医師会解散の件
　那覇市立病院医師会会長より那覇市立病院医
師会解散に伴う事務手続き依頼があることに対
し、定款第 27 条において地区医師会の構成の
承認が代議員会の決議事項となっていることか
ら、解散に伴う構成の変更について説明が行わ
れた。
　審議の結果、解散について承認可決された。

第11号議案　沖縄県医師会規程等変更の件
①地区医師会の名称に関する規程
②沖縄県医師会学校医部会会則
③沖縄県医師会勤務医部会会則

　那覇市立病院医師会の解散について承認を得
たことから、規程等に記載のある那覇市立病院
医師会の文言の削除と附則の追加を行うことに
ついて説明が行われた。
　審議の結果、原案のとおり承認可決された。

　続いて、その他の事項で浦添市医師会洲鎌代
議員より予め提出された代表質問「おきなわ津
梁ネットワーク参加費用（会費）の見直しについ

て」、浦添市医師会内には 16 施設の病院・診療
所が参加しているが、参加施設の中からは、ネッ
トワークの運用にあたっての手間から会費負担
とのバランスを望む声があるため、今後の参加
施設を増やすという観点も含め、現在の会費額
を見直し、更に低く設定する等の検討を求めた。
　これに対し、比嘉理事は、各施設から徴収す
る利用料以外に、沖縄県から補助金があるが、
補助金は運用費（人件費や保守費用等）の用
途が認められていないため、運用は各施設から
の利用料に頼らざるを得ない状況となっている
ことを説明。また、今後は機能拡充を計画して
いるとともに、登録した県民に対し健診結果や
医療情報等を分かりやすい形で提供するための
サービス（PHR：Personal Health Record）を
計画し、PHR 利用料の増加ができれば、参加費
用の見直しを行っていきたい旨説明が行われた。

　その他、沖縄県医師会が行っているウクライ
ナの人道支援のための寄附金額について質問が
あり、現在、合計 206 件、549 万 9,000 円の申
込がある旨説明が行われた。

　最後に 3 月末で議長を退任する長嶺信夫先
生、副議長を退任する呉屋五十六先生に対して
安里会長より感謝状と記念品が贈呈された。
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沖縄県医師会会費減免制度について（ご案内）
本会では高齢・疾病・出産育児等の事由による会費減免制度を設けております。
下記減免手続き等、詳細については本会事務局までお問い合わせください。

※本減免制度の利用を希望する場合は、当該年度の１月末までに申請ください。
【問合せ先】沖縄県医師会 経理課　TEL：098-888-0087

減免事由

対象者

減免期間

申　　請 必　要

診断書添付書類

疾　病 出産・育児 研修医 高　齢

傷病等により医療機
関を1か月以上にわ
たって閉鎖若しくは診
療に従事しない会員

閉鎖若しくは診療に従
事しなくなった翌月か
ら再開若しくは再従事
するに至った月まで。
その期間に応じ、月割
計算の方法によって算
出した額が免除となる

必　要

母子手帳の写

出産された（これから
出産予定の）女性会員
で、出産・育児休業取
得者（日医は休業取得
・未取得は問わない）

出産した日の属する

年度の翌年度1年間

例：平成29年4月1日

に出産した場合→　

平成30年度が減免

必　要

不　要

初期研修医

医師法に基づく研修
医の期間

不　要

不　要

年齢が満77歳に到達
した会員

年齢が満77歳に到達
した翌月から免除。
但し、2名以上の医師
がいる施設において
は、1名はA会員の会
費を納入する
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